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駐車場駐車場

たかの街道
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市民ロビー市民ロビー

ガーデンテラスガーデンテラス

健康センター健康センターカフェカフェ

まち・人・緑 をつなぐ 開かれた活動拠点
まちと連続し緑と調和する、だれもが立ち寄りやすい
市民の新しい交流・憩いの場を提案します。

たかの街道からたかの街道から

大きな模型を用いたワークショップ大きな模型を用いたワークショップ

事業フェーズを市民体験に還元事業フェーズを市民体験に還元

12月
令和3年度

フェーズⅠ　エリアの全体像を考える
②前提条件を共有する①チームをつくる ③各エリアのイメージ共有 ⑤使いやすい施設④協働を実現する施設像

ゾーニング案検討 全体計画の策定 とりまとめ 実施方針 業務別の詳細検討 各種調整・申請業務 とりまとめ

フェーズⅢ　プランを考える フェーズⅣ　使いかたを考える フェーズⅤ　とりまとめるフェーズⅡ　配置を考える
⑥利用イメージの共有 ⑦理想の施設像実現に向けて

与条件整理
・スケジュール確認
・関係機関協議
・現地調査
・設計条件まとめ

外部ゾーニング検討
・建物配置検討
・外構検討
・動線計画検討
・各跡地活用方針検討

内部ゾーニング検討
・フロア構成検討
・諸室面積の検討
・セキュリティ検討
・災害時の運用計画

計画方針の検討
・跡地利用計画方針
・建築構造設備方針
・外構整備方針
・デザイン方針

・WSメンバー募集
・検討委員会立上げ

・複数検討案の提示
・意見募集

・複数の跡地活用案で議論
・まちづくりのイメージ共有

複数の機能配置案で議論 複数のプラン案で議論 ・仮想プロジェクトを通して施設の多様な使いかたを発見する
・だれもが使いやすい施設を目指す

前回レビュー修正
・実施設計方針
・設計図
・全体工事費
・工事工程

業務別詳細設計検討
・新建物新築工事
・外構整備設計
・隣接建物改修工事
（・解体工事設計）

実施設計図書作成
・前回レビュー修正
・コスト調整
・各部詳細設計
・承認

総とりまとめ
・残作業
・図面整理
・説明会準備
・各種資料作成

申請手続
・申請図作成
・関係機関協議
・各種手続き

設計図書作成 実
施
設
計
開
始

・コスト調整
・承認
・見積書
・各種報告書

計画決定/調整
・全体計画調整
・部分詳細検討
・関係機関協議
・コストチェック

集中作業期間要望整理
設計反映

要望整理
設計反映

WS 用
情報
整理

WS 用
情報
整理

WS 用
情報
整理

・利用実態調査
・ニーズ調査
・市民活動調査

・エリアマネジメントの手法
・交通量調査
・防災意識調査

・仮想協働プロジェクト
・家具レイアウト
・ユニバーサルデザイン

・スペースデザイン
・外観/内観イメージ
・広場のあり方

▶ 
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解体工事設計完了 基本設計完了 実施設計開始 外構 実施設計完了 建築 実施設計完了
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意見交換とフィードバックを反復しスピーディに理想の施設像を探る設計工程

対話型設計と手戻りのない業務遂行

小平の未来を担う拠点づくり

幅広い知見と豊富な経験をもつ設計チーム 一緒につくる、開かれた設計プロセス

私たちの設計チームは、本整備事業を多様化するニーズに
対応した次世代型公共サービスのあり方を発信する『小平
の未来を担う拠点づくり』と捉え、幅広く要望を汲みとり
課題を解決する、柔軟で迅速な協働体制をつくります。
市民・職員のみなさんとの綿密かつ丁寧な連携を通して、

「福祉と教育の複合化」にともなう潜在的な課題をくみ取り、
柔軟な提案と緻密な設計が一体となった対話型設計をおこ
なうことで、持続的で良好な地域コミュニティを形成する

『開かれた活動拠点』の創出を実現します。

要望をくみ取り、反映する対話型の設計手法

フロントローディングによる柔軟な設計工程

工事予算との乖離を防ぐコストマネジメント

市民協働による利用者視点の設計柔軟な統合プラットフォームの構築

各分野の社内エキスパートによる支援 迅速なイメージ共有を図る仕掛け

3D 技術によるデザイン・技術・環境の融合

・提案する計画案をもとに、
対話によって要望を汲み取り、
反映させることで、設計を組
み立てていく対話型の設計手
法を行います。
・複数案の提示や代替案根拠
の提示など、関係者が判断し
やすい資料による丁寧な合意
形成を行います。 △みんなでつくる建築

△早期検討によるコストマネジメント

・綿密な設計業務計画とフロントローディング（課題検
討の前倒し）により、早期に課題を抽出し、手戻りの
ない迅速な設計を行います。

・設計着手時に工事予算の分析を行い、意匠・構造・電
気設備・機械設備等、各分野ごとに予算を細分化する
ことで、目標予算を詳細に設定します。
・各設計フェーズにおい
て、コスト縮減化の視点
で設計内容の確認と改善
を行い、工事予算と乖離
のない設計を行います。
・建設資材は単価と納期
を的確に把握し、後戻り
のないスムーズなコスト
管理を行います。

・施設の使い方やあり方について、市民のニーズ
を引き出すワークショップを開催し、利用者視点
を重視した設計を行います。
・市民や利用団体のみならず行政、周辺企業、各
部門の専門家を交えることで、さまざまな視点を
共有し、利用者を限定しないフレキシブルな施設
づくりを目指します。

・公共建築の豊富な知見と実績を持つ設計事務所を中心
に、構造・設備、ランドスケープ、公的不動産活用方策
の熟練した専門家を協力事務所として迎えた設計コア
チームを主体とし、外部コンサルタントや設計支援チー
ムを加えた統合プラットフォームを構築します。
・発注者や市民、利用団体の意見を取り入れながら、柔
軟に設計に取り組む協働体制を構築します。

・公共施設担当経験者による設計レビュー、サインやグ
ラフィック、3D などの専門スタッフによるサポートな
ど、各分野の社内エキスパートが設計コアチームをサ
ポートすることで、精度の高い業務遂行を実現します。

・ワークショップでは、幅広い方々が興味を持て
るように、設計の進行に合わせて大きな模型やイ
メージパース等、分かりやすい素材を用い、子供
からお年寄りまで幅広い方々の参加を促します。

事業全体を通して段階的なテーマ設定を設け、ワークショップ、利用団体ヒアリング、設計レビュー等の意見交換とフィードバックの反復による密度の高い対話型設計をおこなうこ
とで、市民・職員のみなさんとの丁寧な合意形成を図るとともに、円滑な業務遂行と設計工程の適切なスケジュール管理をおこないます。

・設計プロセスに BIM を導入し、効率的なスケジュー
ル短縮と適切なコスト管理をおこないます。
・ヒアリングや市民ワークショップにおけるイメージ共
有ツールとして、積極的に 3D モデリングを活用します。
・VR での 3D 体験や構造・環境シミュレーションを行い、
早期意思決定に活用します。

小平市市民

提案

設計コアチームプ
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管理技術者

3DCG、BIMサポート

公共施設担当経験者によるレビュー

模型サポート
サイン・グラフィック

設計支援チーム

意匠担当主任技術者
構造担当主任技術者

電気設備担当主任技術者
機械設備担当主任技術者

ランドスケープデザイン担当主任技術者
公的不動産活用方策検討技術者

外部専門家
家具・什器
照明・音響

対話 決定

利用団体

提案書　【業務実施方針について】




